
水田受委託経営の経営面積と闇場条件に関する研究

講 師佐久間泰

l. 研究の概要

司本農業の大きな特徴のひとつとして，経営規模の零細性が第一に挙げられる O 高度な生産手

段を使用し生産性を向上させるための規模拡大は昭和36年に制定された農業基本法の目的に挙げ

られたが，その後の情勢の変化は，水田の売買による経営規模拡大を困難にしたO 一方で，請負

や協業などのように，土地所有の零細性を温存しながらも経営面積を拡大している事例が少なか

らずみられるようになった。零細土地所有かつ大経営という新しい条件下における臨場整備は，

従来の零細土地所有かつ零細経営という条件下の菌場整備とどのように違うか。また，規模拡大

された経営面積は，農家 1戸当りとなの程度か。

以上の問題に対Lて，代表的な機械装備体系を想定し，請負や協業のための必要な魁場整備，

農家 l戸当りの経営面積を理論的に検討し 事例調査によって実証した。さらに，請負や協業を

前提とすれば，大区画の臨場整備が可能になり，工事費や潰れ地が少なくなる可能性があること

を実証した。

以上が博士論文の要約であるが博士論文では 水田の貸借の需給条件に対する切り込みがな

く，また，経営面積についても，考察が精密でない部分があるので，この欠点を補うべく研究中

である。
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